
表３　［看護学科］教育課程と学修成果との対比表

1 2 3 4 5 6 7

哲学 〇

心理学入門 〇

現代社会と心理学 〇

論理学の基礎 〇 〇

文学 〇

生涯発達論 〇 〇

社会学 〇 〇

法学 〇 〇 〇

教育学 〇 〇

統計学入門 〇 〇 〇

物理学の基礎 〇

化学の基礎 〇

ヒトの生物学 〇

情報科学 〇

コミュニケーション英語Ⅰ 〇 〇

コミュニケーション英語Ⅱ 〇 〇

ドイツ語の基礎 〇 〇

社会人基礎Ⅰ(野外活動) 〇 〇 〇

社会人基礎Ⅱ(ボランティア活動) 〇 〇

健康スポーツ 〇 〇

人体の構造と機能Ⅰ 〇 〇

人体の構造と機能Ⅱ 〇 〇

生化学 〇 〇

微生物学 〇 〇 〇

栄養学 〇 〇

薬理学 〇 〇

病理学 〇 〇

疾病治療論Ⅰ 〇 〇

疾病治療論Ⅱ 〇 〇

疾病治療論Ⅲ 〇 〇

疾病治療論Ⅳ 〇 〇

疾病治療論Ⅴ 〇 〇

疾病治療論Ⅵ 〇 〇

疾病治療論Ⅶ 〇 〇

公衆衛生学 〇 〇

社会福祉 〇 〇

関係法規 〇 〇

健康と運動 〇 〇
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1 2 3 4 5 6 7

看護概論 〇 〇 〇 〇

看護倫理 〇 〇 〇 〇 〇

看護の方法Ⅰ(看護実践の基盤となる技術) 〇 〇 〇 〇 〇

看護の方法Ⅱ(日常生活行動への援助技術) 〇 〇 〇 〇 〇

看護の方法Ⅲ(看護過程の活用方法) 〇 〇 〇 〇 〇

看護の方法Ⅳ(病理的状態に応じた日常生活行動への援助技術①) 〇 〇 〇 〇 〇

看護の方法Ⅴ(病理的状態に応じた日常生活行動への援助技術②) 〇 〇 〇 〇 〇

看護の方法Ⅵ(看護過程を活用した日常生活行動への援助の方法) 〇 〇 〇 〇 〇

基礎看護実習Ⅰ(看護師の役割の理解) 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

基礎看護実習Ⅱ(基本的欲求の状態に応じた日常生活行動への援助) 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

地域･在宅看護概論 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

地域･在宅看護Ⅰ(地域で暮らす生活者の看護) 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

地域･在宅看護Ⅱ(地域で生活する療養者と家族への看護) 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

地域･在宅看護技術 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

地域･在宅看護実習Ⅰ(地域で暮らす生活者の理解) 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

地域･在宅看護実習Ⅱ(在宅療養者の看護) 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

成人看護概論 〇 〇 〇

成人看護Ⅰ(慢性期看護) 〇 〇 〇 〇

成人看護Ⅱ(周手術期看護) 〇 〇 〇 〇 〇

成人看護Ⅲ(がん看護) 〇 〇 〇 〇 〇

成人看護技術 〇 〇 〇 〇 〇

成人･老年看護実習Ⅰ(急性期看護) 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

成人･老年看護実習Ⅱ(慢性期もしくは終末期看護) 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

老年看護概論 〇 〇 〇 〇

老年看護(高齢者の心身機能の変化と生活機能を支える看護) 〇 〇 〇 〇 〇

老年看護技術 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

老年看護実習Ⅰ(入院を必要とする高齢者の看護) 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

老年看護実習Ⅱ(多様な場で生活する高齢者の看護) 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

小児看護概論 〇 〇 〇 〇

小児看護(発達段階と健康レベルに応じた子どもと家族の看護) 〇 〇 〇 〇 〇

小児看護技術 〇 〇 〇 〇 〇 〇

小児看護実習Ⅰ(入院を必要とする子どもの看護) 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

小児看護実習Ⅱ(地域で生活する子どもの看護) 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

母性看護概論 〇 〇 〇 〇 〇 〇

母性看護(周産期にある対象とその家族への看護) 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

母性看護技術 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

母性看護実習 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

精神看護概論 〇 〇 〇 〇 〇

精神看護Ⅰ(精神症状に応じた看護) 〇 〇 〇 〇 〇 〇

精神看護Ⅱ(精神障害をもつ対象への看護) 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

精神看護実習 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

看護管理 〇 〇 〇 〇 〇

災害･救急看護 〇 〇 〇 〇 〇

国際医療福祉事情 〇 〇 〇 〇

看護学セミナー 〇 〇 〇 〇

看護技術の統合 〇 〇 〇 〇 〇 〇

看護研究 〇 〇 〇 〇 〇 〇

統合実習 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
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